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金
子
貞
吉 

教
授

日　

時　

１
月
20
日
（
金
）
15
時
〜

場　

所　

７
１
０
４
号
教
室

演　

題　

「
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
経

済
史
学
」

〈
専
攻
〉
戦
後
日
本
経
済
史

金
子 

貞
吉
教
授
略
歴

一
九
六
六
年
三
月　

中
央
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学

一
九
六
六
年
四
月　

中
央
大
学
経
済
学
部

助
手

一
九
六
九
年
四
月　

中
央
大
学
経
済
学
部

専
任
講
師

一
九
七
一
年
四
月　

中
央
大
学
経
済
学
部

助
教
授

一
九
八
〇
年
四
月　

中
央
大
学
経
済
学
部

教
授

一
九
八
一
年
十
一
月
〜
一
九
八
五
年
十
月

　

中
央
大
学
経
済
学
部
長

一
九
八
四
年
五
月
〜
一
九
八
七
年
五
月

　

中
央
大
学
理
事

一
九
八
六
年
六
月
〜
二
〇
〇
二
年
六
月

松
本　

啓 

教
授

日　

時　

12
月
15
日
（
木
）
15
時
00
分
〜

場　

所　

８
２
０
１
号
室

演　

題　

摂
理
へ
の
挑
戦 ―

『
ジ
ー
キ

ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
』
を
軸
に
し
て

〈
専
攻
〉
英
文
学

松
本　

啓
教
授
略
歴

一
九
六
三
年
三
月　

東
京
大
学
大
学
院
人

文
科
学
研
究
科
英
語
英
文
学
専
攻
修
士

課
程
修
了

一
九
六
七
年
四
月　

中
央
大
学
法
学
部
専

任
講
師

一
九
六
九
年
四
月　

中
央
大
学
法
学
部
助

教
授

一
九
七
五
年
四
月　

中
央
大
学
法
学
部
教

最
終
講
義
の
お
知
ら
せ

最
終
講
義
の
お
知
ら
せ

法
学
部―

―
―
―
―
―
―

経
済
学
部―

―
―
―
―
―

授
大
学
法
学
部
教
授

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

森
松　

健
介 

教
授

日　

時　

12
月
15
日
（
木
）
13
時
20
分
〜

場　

所　

８
２
０
１
号
室
号
室

演　

題　

文
学
・
芸
術
の
歓
び ―

 

ト
マ

ス
・
ハ
ー
デ
ィ
の
詩
を
中
心
に

〈
専
攻
〉
英
文
学

森
松　

健
介
教
授
略
歴

一
九
六
二
年
三
月　

東
京
大
学
大
学
院
人

文
科
学
研
究
科
英
語
英
文
学
専
攻
修
士

課
程
修
了

一
九
六
六
年
四
月　

中
央
大
学
法
学
部
専

任
講
師

一
九
六
八
年
四
月　

中
央
大
学
法
学
部
助

教
授

一
九
七
三
年
四
月　

中
央
大
学
法
学
部
教

授
今
川　

健 

教
授

日　

時　

１
月
16
日
（
月
）
15
時
〜

場　

所　

７
２
１
１
号
教
室

演　

題　

「
再
度
、
計
量
経
済
学
っ
て
難

し
い
？
」（
仮
題
）

〈
専
攻
〉
計
量
経
済
学

今
川　

健
教
授
略
歴

一
九
六
五
年
三
月　

国
際
基
督
教
大
学
大

学
院
行
政
学
研
究
科
修
了

一
九
六
八
年
四
月　

東
海
大
学
政
治
経
済

学
部
専
任
講
師

一
九
七
一
年
四
月　

東
海
大
学
政
治
経
済

学
部
助
教
授

一
九
七
三
年
四
月　

中
央
大
学
経
済
学
部

助
教
授　

一
九
七
七
年
四
月　

中
央
大
学
経
済
学
部

教
授



53 「Hakumon ちゅうおう」 '05 年冬季号

山
口　

明
穂 
教
授

日　

時　

12
月
13
日
（
火
）
５
限
（
16
時

　

35
分
〜
17
時
35
分
）

場　

所　

３
３
５
１
教
室

演　

題　

「
国
語
学　

過
去
・
現
在
・
未

来
」

〈
専
攻
〉
国
語
学

山
口　

明
穂
教
授
略
歴

一
九
六
三
年
十
一
月　

東
京
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
門
課

程
博
士
課
程
退
学

一
九
六
三
年
十
二
月　

愛
知
教
育
大
学
専

任
講
師

一
九
六
七
年
四
月　

愛
知
教
育
大
学
助
教

授
一
九
六
八
年
四
月　

白
百
合
女
子
大
学
助

教
授

一
九
七
五
年
四
月
〜
一
九
七
八
年
三
月

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

武
藤　

脩
二 

教
授

日　

時　

12
月
13
日
（
火
）
16
時
35
分
〜

場　

所　

３
３
５
５
教
室

演　

題　

「
ア
メ
リ
カ
の
三
〈
狂
〉
詩
人

―

ロ
ー
ウ
ェ
ル
、
セ
ッ
ク
ス
ト
ン
、
プ

ラ
ス―

」

〈
専
攻
〉
ア
メ
リ
カ
文
学

武
藤　

脩
二
教
授
略
歴

一
九
六
三
年
三
月　

東
京
都
立
大
学
大
学

　
　
　
　
　
　
　

中
央
大
学
文
学
部
講
師

一
九
七
六
年
四
月　

白
百
合
女
子
大
学
教

授
一
九
七
七
年
四
月　

東
京
大
学
文
学
部
助

教
授

一
九
八
五
年
四
月　

東
京
大
学
文
学
部
教

授
一
九
九
一
年
四
月
〜
一
九
九
六
年
三
月

　

中
央
大
学
文
学
部
・
同
大
学
院
講
師

一
九
九
四
年
六
月　

国
語
学
会
代
表
理
事

一
九
九
六
年
四
月　

中
央
大
学
文
学
部
教

授

文
学
部―

―
―
―
―
―
―

　

中
央
大
学
選
任
評
議
員

院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退

学
一
九
六
三
年
四
月
〜
一
九
六
七
年
三
月

　

実
践
女
子
大
学
英
文
科
専
任
講
師

一
九
六
七
年
四
月
〜
一
九
七
〇
年
三
月

　

実
践
女
子
大
学
英
文
科
助
教
授

一
九
七
〇
年
四
月
〜
一
九
七
七
年
三
月

　

中
央
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
七
七
年
四
月
〜
現
在
に
至
る

　

中
央
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
七
年
十
一
月
〜
二
〇
〇
一
年
十
月

　

中
央
大
学
文
学
研
究
科
委
員
長

一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
二
年
六
月

　

中
央
大
学
評
議
員

奥
田　

泰
弘 

教
授

日　

時　

１
月
20
日
（
金
）
15
時
〜

場　

所　

３
５
５
２
教
室

演　

題　

だ
ま
さ
れ
な
い
人
間
に
な
る

〈
専
攻
〉
教
育
行
財
政
学
・
社
会
教
育
学

奥
田　

泰
弘
教
授
略
歴

一
九
六
〇
年
三
月　

東
京
教
育
大
学
大
学

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
六
〇
年
四
月
〜
六
三
年
三
月

　

東
京
教
育
大
学
大
学
院
専
攻
生

一
九
六
二
年
四
月
〜
六
四
年
三
月

　

学
校
法
人
本
郷
学
園
本
郷
高
等
学
校
教

諭
一
九
六
四
年
四
月
〜
七
〇
年
三
月

　

東
京
都
立
農
林
高
等
学
校
教
諭

一
九
七
〇
年
四
月
〜
七
九
年
三
月

　

文
化
女
子
大
学
助
教
授

一
九
七
九
年
四
月　

中
央
大
学
文
学
部
助

教
授

一
九
八
六
年
四
月　

中
央
大
学
文
学
部
教

授
一
九
九
九
年
五
月
〜
二
〇
〇
三
年
四
月　

中
央
大
学
評
議
員

二
〇
〇
三
年
十
月
〜
〇
五
年
十
月　

中
央

大
学
商
議
員

『
月
刊
社
会
教
育
』（
国
土
社
）
編
集
長
、

全
国
私
立
大
学
教
職
課
程
研
究
連
絡
協

議
会
事
務
局
長
、
日
本
公
民
館
学
会
理

事
・
事
務
局
長
等
を
歴
任
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金
子　

茂 

教
授

日　

時　

12
月
21
日
（
水
）
15
時
〜

場　

所　

３
３
５
３
教
室

演　

題　

大
学
生
活
52
年
と
教
育
史
研

究
・
教
育―
史
料
収
集
の
旅
を
ふ
り
か

え
っ
て―

〈
専
攻
〉
教
育
思
想
史

金
子　

茂
教
授
略
歴

一
九
六
六
年
三
月　

東
京
教
育
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学

一
九
六
六
年
四
月　

九
州
大
学
教
育
学
部

講
師

一
九
七
〇
年
六
月　

九
州
大
学
教
育
学
部

助
教
授

一
九
八
一
年
四
月　

九
州
大
学
教
育
学
部

教
授

一
九
八
三
年
四
月
〜
八
四
年
三
月

　

九
州
大
学
評
議
員

一
九
八
五
年
四
月
〜
八
六
年
六
月

　

九
州
大
学
評
議
員

一
九
八
六
年
七
月
〜
八
八
年
六
月

　

九
州
大
学
教
育
学
部
長

一
九
八
八
年
十
月
〜
九
〇
年
九
月

　

九
州
大
学
学
生
部
長

一
九
九
二
年
七
月
〜
九
四
年
六
月

　

九
州
大
学
教
育
学
部
長

一
九
九
四
年
七
月
〜　

中
央
大
学
文
学
部

教
授

　

日
本
教
育
学
会
理
事
、
教
育
史
学
会
代

表
理
事
・
理
事
、
九
州
教
育
学
会
理
事
、

近
代
教
育
思
想
史
研
究
会
（
学
会
）
会

長
・
理
事
等
を
歴
任

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

島
田　

修
一 

教
授

日　

時　

12
月
21
日
（
水
）
13
時
20
分
〜

場　

所　

３
１
１
４
教
室

演　

題　

You m
ay say

                        　
 I'm
 a D
ream

er

〈
専
攻
〉
社
会
教
育
学

島
田　

修
一
教
授
略
歴

一
九
五
九
年
三
月　

東
京
大
学
教
育
学
部

卒
業

一
九
五
九
年
四
月
〜
七
〇
年
七
月

　

長
野
県
下
伊
那
郡
喬
木
村
社
会
教
育
主

事
一
九
七
〇
年
八
月
〜
七
六
年
三
月

　

東
京
大
学
教
育
学
部
助
手

一
九
七
六
年
四
月

　

中
央
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
八
一
年
四
月　

中
央
大
学
文
学
部
教

授
一
九
九
九
年
四
月
〜
二
〇
〇
一
年
三
月　

中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校
長

　

日
本
社
会
教
育
学
会
長
（
二
〇
〇
一
年

九
月
〜
二
〇
〇
三
年
九
月
）、
社
会
教

育
推
進
全
国
協
議
会
委
員
長
（
一
九
九

五
年
二
月
〜
一
九
九
九
年
二
月
）
等
を

歴
任

天
野　

清 

教
授

日　

時　

１
月
28
日
（
土
）
15
時
〜

場　

所　

３
５
５
１
教
室

演　

題　

「
事
は
単
純
な
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
」

〈
専
攻
〉
心
理
学

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

天
野　

清
教
授
略
歴

一
九
六
三
年
三
月　

東
京
教
育
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
実
験
心
理
学
専
攻
修

士
課
程
修
了

一
九
六
五
年
七
月
〜
一
九
七
二
年
五
月

　

国
立
国
語
研
究
所
第
二
研
究
部
（
国
語

教
育
研
究
室
）
研
究
員

一
九
六
六
年
三
月　

東
京
教
育
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
実
験
心
理
学
専
攻
博

士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
七
二
年
六
月
〜
一
九
七
三
年
八
月

　

国
立
国
語
研
究
所
主
任
研
究
官

一
九
七
三
年
九
月
〜
一
九
七
八
年
三
月

　

九
州
大
学
教
育
学
部
助
教
授

一
九
七
八
年
一
月　

東
京
教
育
大
学
に
お

い
て
教
育
学
博
士
の
学
位
を
取
得

一
九
七
八
年
四
月
〜
一
九
八
九
年
五
月

　

国
立
教
育
研
究
所
第
三
研
究
部
第
一
研

究
室
室
長

一
九
八
九
年
五
月
〜
一
九
九
〇
年
三
月

　

国
立
教
育
研
究
所
教
育
指
導
研
究
部
発

達
研
究
室
室
長

一
九
九
〇
年
四
月
〜　

中
央
大
学
文
学
部

教
授

　

日
本
教
育
心
理
学
会
理
事
及
び
常
任
理

事
を
歴
任
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〈
専
攻
〉
行
政
学

増
島　

俊
之
教
授
略
歴

一
九
五
九
年　

東
京
大
学
法
学
部
公
法
学

科
卒
、
同
年
行
政
管
理
庁
入
庁

一
九
九
〇
年　

総
務
庁
行
政
管
理
局
長

一
九
九
三
年　

総
務
事
務
次
官

一
九
九
四
年　

総
務
庁
退
官

一
九
九
五
年　

中
央
大
学
総
合
政
策
学
部

教
授
（
現
在
に
至
る
）

一
九
九
九
年
〜
二
〇
〇
一
年　

同
大
学
院

総
合
政
策
研
究
科
委
員
長

◆
な
お
、
最
終
講
義
の
か
た
ち
は
と
り
ま

せ
ん
が
、
次
の
先
生
が
同
じ
く
退
職
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

法
学
部―

―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

船
越　

隆
司 

教
授

商
学
部―

―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

松
本　

正
德 

教
授

理
工
学
部―

―
―
―
―
―
―
―
―

　

関
口　
　

勲 

教
授

　

石
和
田
義
光 

実
験
講
師

　

阿
部　

二
郎 

実
験
講
師

総
合
政
策
学
部―

―
―
―
―
―
―

　

中
沢　

新
一 

教
授

総
合
政
策
学
部―

―
―
―

佐
久
間　

賢 

教
授

日　

時　

１
月
16
日
（
月
）
３
時
限

　
　
　
　

13
時
20
分
〜
14
時
50
分

場　

所　

１
１
４
２
０
号
教
室

演　

題　

「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
組
織
発

展
の
条
件
」
日
本
企
業
に
失
わ
れ
た
組

織
の
信
頼
関
係
を
回
復
し
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
基
本
的
な
条
件
に
つ
い
て
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
の
成
功
事
例
を
中
心

に
し
て
考
え
ま
す
。

〈
専
攻
〉
国
際
経
営
学
、
経
営
戦
略
論
、

　

人
材
開
発
論

佐
久
間　

賢
教
授
略
歴

一
九
六
一
年
三
月　

東
京
教
育
大
学
文
学

部
社
会
科
学
科
法
律
政
治
学
専
攻
卒
業

一
九
六
一
年
四
月
〜
一
九
八
五
年
三
月　

新
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
（
現
在
、
三

菱
重
工
業
株
式
会
社
）

一
九
七
一
年
六
月　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学

経
営
大
学
院
国
際
経
営
研
究
科
修
了

増
島　

俊
之 

教
授

日　

時　

１
月
16
日
（
月
）
４
時
限

　
　
　
　

15
時
〜
16
時
30
分

場　

所　

１
１
４
２
０
号
教
室

演　

題　

説
得
と
納
得̶

新
井
白
石
著

『
西
洋
記
聞
』
に
学
ぶ

　

『
西
洋
記
聞
』
は
政
治
の
重
責
を
担
っ

た
新
井
白
石
と
ロ
ー
マ
人
宣
教
師
、
ヨ

ハ
ン
・
シ
ド
チ
と
の
出
会
い
か
ら
生
ま

れ
た
書
物
で
す
。
そ
れ
は
異
文
化
交
流

の
感
動
と
葛
藤
を
描
い
て
い
ま
す
。
政

治
・
行
政
の
世
界
で
も
、
学
び
や
で
も
、

家
庭
で
も
、
私
た
ち
は
、
生
涯
、
説
得

と
納
得
の
関
係
に
立
ち
ま
す
。
そ
の
中

で
、
本
当
に
人
の
心
を
動
か
す
も
の
は

何
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
『
西
洋

記
聞
』
か
ら
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
九
八
五
年
四
月
〜
一
九
八
八
年
三
月　

東
京
国
際
大
学
商
学
部
教
授

一
九
八
七
年
九
月　

ロ
ン
ド
ン
大
学
政
治

経
済
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
人
事
管

理
学
専
攻
修
了

一
九
八
八
年
四
月
〜
一
九
九
七
年
三
月　

神
奈
川
大
学
経
営
学
部
教
授

一
九
九
七
年
四
月
〜
現
在
に
至
る　

中
央

大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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